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〈第32総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈日本YWCAの使命（ミッション）〉
イエス・キリストに学び、共に生きる世界を実現する

世界の人 と々共に人権・平和・環境の問題に取り組む

　　　　〈日本YWCAのビジョン〉
地域で女性達が主体的に活動することを通して、
以下の社会をめざします。

（1） 平和憲法が生かされ、核も暴力もない社会
（2） 女性と子どもの尊厳を守る社会
（3） 若い女性がリーダーシップを発揮する社会
（4） 多世代・多文化で多様な背景を
 持つ人びとを尊重する社会

The Young Women's 
Christian Association

イラスト／大島史子

外
見
評
価
か
ら
生
じ
る

生
き
づ
ら
さ

中
国
で
「
そ
ば
か
す
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
き
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
の
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
Z
A
R
A
が
新
商
品
の
広
告
写
真
に
中
国
人
モ
デ
ル

の
ジ
ン
・
ウ
ェ
ン
さ
ん
を
起
用
し
た
際
に
、
そ
ば
か
す
を
隠
さ
ず

自
然
体
で
撮
影
し
た
こ
と
で
、
中
国
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が

炎
上
。
昔
か
ら
中
国
で
は
シ
ミ
の
な
い
透
き
通
っ
た
肌
が
美
し
さ

の
基
準
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
ば
か
す
を
隠
さ
な
い
写
真
は

「
中
国
や
ア
ジ
ア
の
女
性
を
貶
め
て
い
る
」「
中
国
人
を
醜
く
見
せ

て
い
る
」
な
ど
と
大
き
な
反
発
を
招
い
た
そ
う
で
す
。

タ
カ　

他
人
事
と
は
思
え
な
い
。
私
も
、
小
さ
い
頃
か
ら
「
そ
ば

か
す
だ
ら
け
」
と
か
ら
か
わ
れ
て
、
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
の
。

外
見
の
特
徴
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
で
人
生
に
も
影
響
が
及
ぶ
と
思

う
。

チ
コ　

最
近
、
ル
ッ
キ
ズ
ム
が
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
ね
。

タ
カ　

ル
ッ
キ
ズ
ム
？

チ
コ　

外
見
へ
の
評
価
に
よ
っ
て
生
じ
る
差
別
や
偏
見
な
ど
の
問

題
を
ル
ッ
キ
ズ
ム
と
い
う
の
。
聞
き
な
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
よ
。

タ
カ　

外
見
に
よ
る
差
別
や
偏
見
か
ぁ
。
チ
コ
ち
ゃ
ん
、
よ
く
知

っ
て
る
ね
。
で
も
、
美
男
美
女
が
優
遇
さ
れ
る
の
は
「
あ
る
あ

る
」
だ
よ
ね
。
モ
ヤ
モ
ヤ
す
る
け
ど
、
世
の
中
そ
ん
な
も
の
だ
と

思
う
け
ど
。

チ
コ　
「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
と
言
っ
て
る
社
会
で
、

外
見
評
価
に
よ
っ
て
疎
外
さ
れ
た
り
、
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
り

す
る
人
が
い
る
こ
と
が
当
然
っ
て
、
お
か
し
い
と
思
わ
な
い
？

タ
カ　

そ
う
言
わ
れ
る
と
…
…
お
か
し
い
。

チ
コ　

で
し
ょ
。
こ
れ
っ
て
私
た
ち
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
な
の
。

ボ
ー
ッ
と
し
て
ら
れ
な
い
よ
。
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ルッキズ
ム

探ろう

実は私
たちの

大問題！
？

を
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費

岡
野
峻　

田
中
倍
子　

岩
崎
妙
子

乾
康
子　

藤
井
初
子　

鹿
野
幸
枝

田
中
宏
子　

野
村
春
江　

比
企
敦
子

渡
辺
園
子　

河
越
良
子　

後
藤
光
彦

原
田
早
苗　

阿
部
幸
子　

中
尾
廣
美

田
中
蘭
子　

古
西
正
子　

益
田
明
美

淀
川
敬
子　

阿
部
方
子　

白
木
直
江

清
塚
典
子　

石
渡
能
子　

原
田
由
美
子

設
楽
順
子　

安
倍
愛
子　

伊
藤
眞
智
子

宮
澤
玲
子　

椚
美
津
保　

木
田
み
な
子

古
谷
都
紀
子　

中
山
美
津
江

由
良
喜
久
子　

江
尻
美
穂
子

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
京
北
教
会

日
本
基
督
教
団
六
角
橋
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
ひ
ば
り
が
丘
教
会

一
般
財
団
法
人
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金

（
平
和
を
つ
く
り
出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
養
成
）

武
田
巌　

松
下
起
子　

藤
井
初
子

東
生
野　

鹿
野
幸
枝　

渡
辺
園
子

岩
田
周　

原
田
早
苗　

古
川
道
子

原
桂
子　

益
田
明
美　

大
崎
美
子

西
文
子　

尾
﨑
哲
則　

杉
山
知
子

白
木
直
江　

佐
藤
和
子　

佐
藤
光
代

伊
藤
明
彦　

永
瀬
輝
子　

清
塚
典
子

丹
野
信
子　

梶
山
順
子　

長
澤
雅
子

大
屋
ま
さ　

塩
見
珠
子　

和
田
宗
子

原
田
郁
子　

原
田
道
子　

橋
本
文
子

鈴
木
潤
子　

山
本
早
苗　

野
田
美
由
紀

布
施
弘
勝　

米
原
恵
子　

木
田
み
な
子

藤
原
道
子　

桃
井
紀
子　

藤
谷
佐
斗
子

熊
谷
恭
子　

清
水
幸
江　

吉
野
か
お
り

坂
本
文
夫　

坂
本
説
子　

西
原
美
香
子

田
中
初
枝　

一
橋
和
義　

福
田
美
恵
子

川
口
武
宣　

川
口
文
子　

川
井
三
佐
子

苫
米
地
久
子　

福
沢
レ
ベ
ッ
カ

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校 

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス

恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等
学
校 

宗
教
部

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

と
わ
の
森
三
愛
高
等
学
校 
生
徒
・
教
職

員
一
同

山
梨
英
和
中
学
校
・
高
等
学
校

尚
絅
学
院
高
等
学
校

広
島
女
学
院
中
学
高
等
学
校

福
岡
女
学
院
高
等
学
校

学
校
法
人
玉
川
聖
学
院

学
校
法
人
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

普
連
土
学
園
中
学
校
高
等
学
校 

宗
教
委

員
会

大
阪
女
学
院
中
学
・
高
等
学
校

学
校
法
人
横
浜
英
和
学
院

女
子
聖
学
院

日
本
聖
公
会
石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

日
本
聖
公
会
川
越
基
督
教
会

日
本
基
督
教
団
都
島
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
横
浜
長
老
教
会

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
小
石
川
教
会

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
小
石
川
教
会 

婦
人
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
扇
町
教
会

日
本
基
督
教
団
聖
ヶ
丘
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
浪
花
教
会 

婦
人
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
西
千
葉
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
ひ
ば
り
が
丘
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
松
沢
教
会

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
御
幸
町
教
会

福
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

松
山
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
総
会
派
遣
募
金

匿
名

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

藤
井
初
子　

外
山
真
理　

石
渡
能
子

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
保
育
園

弘
前
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
呉
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

藤
井
初
子　

木
村
浩
子　

伊
藤
い
く
代

原
田
早
苗　

阿
部
幸
子　

吉
野
か
お
り

石
井
敬
子　

横
田
昌
三　

伊
藤
眞
智
子

梶
山
順
子　

白
木
直
江　

添
野
ふ
み
子　

杉
山
知
子　

園
部
瑞
穂　

市
川
真
美
恵

橋
詰
弘
道　

山
本
容
子　

富
岡
美
知
子

古
谷
都
紀
子　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

美
唄
め
ぐ
み
幼
稚
園

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
扇
町
教
会

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
山
形
キ
リ
ス
ト
教
会

大
阪
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
大
宮
保
育
園

弘
前
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

仙
台
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

福
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

松
山
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
熊
本
地
震
被
災
者
支
援
募
金
）

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

（
北
海
道
地
震
被
災
者
支
援
募
金
）

清
塚
典
子　

大
川
孝
子　

岡
田
正
啓

国
際
基
督
教
大
学
高
等
学
校
キ
リ
ス
ト
教

活
動
委
員
会

東
京
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

相
浦
光
キ
リ
ス
ト
教
会

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
国
領
セ
ン
タ
ー

東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
ま
き
ば
保
育
園

福
岡
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
合
同
祈
祷
会
募
金

仙
台
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

甲
府
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
横
浜
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
名
古
屋
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金

牧
甫　

松
田
美
鶴　

藤
井
初
子

下
村
昭
子　

木
村
浩
子　

野
村
春
江

島
田
由
香　

阿
部
幸
子　

山
本
鉄
子

古
川
道
子　

塩
尻
和
子　

外
山
真
理

設
楽
順
子　

清
水
嶋
孝　

伊
藤
眞
智
子

木
田
み
な
子　

中
山
美
津
江

由
良
喜
久
子　

江
尻
美
穂
子

地
球
っ
子
く
ら
ぶ
・
善
隣
館

The M
erry Four

コ
ン
サ
ー
ト
募
金
箱

在
日
本
南
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン

0
4
2
2
キ
リ
ス
ト
教
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
行
委
員
会

美
唄
め
ぐ
み
幼
稚
園

玉
成
保
育
専
門
学
校

シ
オ
ン
幼
稚
園

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
保
育
園

大
森
ル
ー
テ
ル
幼
稚
園

学
校
法
人
捜
真
学
院 

捜
真
女
学
校 

文
化

祭
実
行
委
員
会

女
子
学
院
高
等
学
校 

高
3
模
擬 

2
0
1
3

年
入
学
学
年

南
静
園
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

日
本
聖
公
会
石
橋
聖
ト
マ
ス
教
会

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
大
森
教
会

弘
前
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

福
島
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
財
団
法
人
平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

公
益
財
団
法
人
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

長
崎
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

カ
ー
ロ
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ　

54
名

（
２
０
１
8
年
12
月
16
日
～
２
０
１
9
年

2
月
15
日
現
在 

敬
称
略
）

暴
力
被
害
、
痴
漢
犯
罪
、
年
齢
差
別
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

格
差
、
女
性
蔑
視
C
M
、
#
M
e
T
o
o
…
…
。
本
書

は
、
女
性
た
ち
が
受
け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
痛
み
」

へ
の
違
和
感
や
怒
り
、
悲
し
み
に
向
き
合
い
、
て
い
ね

い
に
言
葉
に
し
た
記
録
と
言
え
ま
す
。
建
前
で
は
「
男

女
平
等
に
」
と
言
い
つ
つ
、
実
際
に
は
女
性
が
対
等
で

な
い
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
社
会
、

女
性
た
ち
へ
の
一
方
的
な
規
範
や
視
線
が
い
ま
だ
に
受

容
さ
れ
て
い
る
社
会
、
法
的
、
政
策
的
、
社
会
的
に
も

女
性
が
暴
力
か
ら
十
分
に
守
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
社
会
…
…
。
著
者
は
「
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
し
て

い
る
側
」
か
ら
は
見
え
な
い
複
雑
な
こ
と
を
、「
ほ
と

ん
ど
な
い
こ
と
に
さ
れ
て
い
る
側
」
か
ら
あ
り
の
ま
ま

に
書
く
こ
と
で
、「
ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
？
」
と

問
い
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

私
自
身
も
こ
の
社
会
の
中
で
折
々
に
違
和
感
を
感
じ

て
生
き
て
い
ま
す
。
で
も
日
々
の
中
に
埋
没
し
、
違
和

感
を
深
堀
り
す
る
こ
と
な
く
、
迎
合
し
て
生
き
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
せ
ず
に
は
生
き
て
い
け

な
い
面
も
あ
る
け
れ
ど
、
だ
と
し
た
ら
そ
れ
は
、
こ
の

社
会
で
生
き
て
い
る
多
く
の
女
性
（
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
に
も
共
通
す
る
問
題
な
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
な
ら
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
違
和
感
や
怒
り
や
悲
し
み

で
あ
っ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
表
明
し
て
い
い
し
、
そ
の
こ

と
が
一
歩
で
も
半
歩
で
も
、
事
態
を
前
に
進
め
る
こ
と

に
つ
な
が
る
よ
、
と
本
書
は
教
え
て
く
れ
て
も
い
る
よ

う
で
す
。

�

編
集
部
　
西
文
子

『「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
こ
と
に

さ
れ
て
い
る
側
か
ら
見
た
社
会
の
話
を
。』

小川たまか／著
タバブックス／発行
1,600円＋税

YWCA
の本棚

book review

4 
APRIL
2019

No.749

The Young Women's Christian Association 2019年4月1日No.749 81 2019年4月1日



（
自
分
が
）
そ
ば
を
通
っ
た
り
、
顔
を
見
た
と
た

ん
に
、
み
ん
な
で
「
か
わ
い
い
ね
ー
」
と
か
「
つ

き
あ
っ
て
ー
」
と
か
。
そ
れ
こ
そ
何
十
人
と
か
で

は
や
し
立
て
ら
れ
た
り
し
て
。
実
際
は
反
対
の
こ

と
を
言
わ
ん
と
し
て
い
た
の
だ
け
ど
。

●

B
さ
ん   （
20
代
前
半
）の
証
言

女
に
生
ま
れ
て
、
タ
レ
ン
ト
さ
ん
や
女
優
さ
ん

の
化
粧
品
の
C
M
を
見
て
て
も
、
自
分
は
絶
対
に

こ
の
人
た
ち
の
よ
う
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
か

…
…
。
い
っ
と
き
、
C
M
に
出
て
く
る
女
優
さ
ん

に
対
し
て
、
ね
た
み
。
嫉
妬
。
そ
う
い
う
C
M
を

見
る
の
が
イ
ヤ
な
時
期
が
あ
っ
た
。

●

C
さ
ん   （
20
代
後
半
）の
証
言

や
っ
ぱ
り
女
性
っ
て
、
小
さ
く
て
か
わ
い
ら
し

い
と
い
う
の
が
、
美
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
し
て

の
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
、
店
舗
内
の

販
売
員
を
白
人
に
限
定
し
、
体
重
増
加
の
兆
し
の

あ
る
人
や
民
族
色
が
強
過
ぎ
る
と
判
断
さ
れ
た
人

を
辞
め
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ル
ッ
キ
ズ
ム
の
典

型
で
す
。
ル
ッ
キ
ズ
ム
の
背
景
に
は
性
差
別
（
セ

ク
シ
ズ
ム
）、
人
種
差
別
（
レ
イ
シ
ズ
ム
）、
年
齢

差
別
（
エ
イ
ジ
ズ
ム
）、
障
害
者
差
別
（
エ
イ
ブ
リ

ズ
ム
）な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
要
素
が
絡
み
合
っ

て
い
ま
す
。

チ
コ　

女
性
は
「
若
く
て
か
わ
い
い
」
が
魅
力
と

す
る
価
値
基
準
に
は
、
少
な
く
と
も
性
差
別
と
年

齢
差
別
が
絡
ん
で
い
る
。
こ
こ
に
は
き
っ
と
男
性

の
視
点
が
あ
る
わ
ね
。

西
倉　

そ
の
よ
う
に
、
美
し
い
と
さ
れ
る
基
準
が
、

誰
か
ら
ど
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
問

う
視
点
が
大
切
で
す
。

自
分
の
中
の
枠
を
越
え
る
、

ル
ッ
キ
ズ
ム
を
超
え
る

西
倉　

外
見
評
価
を
め
ぐ
っ
て
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
人
た
ち
は
、
実
際
に
ど
う
対
処
し
て
い

る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て

き
た
女
性
た
ち
の
ケ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

対処
1

と
り
あ
え
ず
隠
す
、

修
正
す
る

た
と
え
ば
、
疾
患
や
外
傷
に
よ
り
顔
に
あ
ざ
が

あ
る
女
性
、
全
身
の
毛
が
抜
け
る
脱
毛
症
の
女
性

た
ち
に
と
っ
て
、
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
メ
イ
ク
や
ウ

ィ
ッ
グ
は
、
外
見
評
価
を
め
ぐ
る
生
き
づ
ら
さ
に

対
し
て
即
効
性
が
期
待
で
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、

「
隠
す
こ
と
へ
の
後
ろ
め
た
さ
」を
感
じ
る
人
も
い

ま
す
。

タ
カ　

メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
美
容
の
提
案
も
、

「
美
し
さ
の
基
準
に
合
わ
せ
て
隠
し
た
り
、
補
っ

た
り
、
修
正
し
て
い
け
ば
よ
い
」
が
基
本
姿
勢
だ

よ
ね
。

チ
コ　

あ
る
新
婚
の
女
性
は
、
夫
が
寝
て
か
ら
メ

イ
ク
を
落
と
し
て
、
夫
が
起
き
る
前
に
メ
イ
ク
を

し
て
い
る
け
ど
、
後
ろ
め
た
い
っ
て
言
っ
て
た
わ
。

対処
2

視
点
を
変
え
る
、

発
想
を
転
換
す
る

あ
る
脱
毛
症
の
女
性
は
髪
が
な
い
人
を
か
ら
か

う
世
間
の
風
潮
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

問
題
の
所
在
は
脱
毛
の
自
分
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

日
本
の
社
会
に
あ
る
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
若
々

し
さ
に
価
値
を
置
く
日
本
人
の
特
性
が
風
潮
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
。
こ
の
女
性

は
「
理
想
」
と
さ
れ
て
い
る
美
し
さ
の
範
疇
を
こ

え
て
、
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
合
う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

自
ら
提
案
し
、
発
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
別
の
女
性
は
、
外
見
評
価
に
振
り
回
さ
れ

る
自
分
自
身
の
狼
狽
ぶ
り
を
ユ
ー
モ
ア
に
変
え
て
、

発
信
し
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
は
、
外
見
評
価
に

と
ら
わ
れ
る
自
分
か
ら
距
離
を
と
る
こ
と
で
、
外

見
評
価
そ
の
も
の
か
ら
距
離
を
と
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
え
ま
す
。

タ
カ　

抗
が
ん
剤
や
疾
患
で
ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
に
な

っ
た
女
性
の
写
真
展
を
見
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
誇
る
美
し
さ
が
あ
っ
た
。
毛
髪

の
有
無
は
、
も
は
や
関
係
な
い
と
思
っ
た
。

チ
コ　

問
題
の
所
在
を
変
え
る
と
い
う
対
処
は
、

見
た
目
の
問
題
で
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
す

べ
て
の
人
に
有
効
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

西
倉　

美
醜
の
問
題
は
と
か
く
自
分
を
責
め
が
ち

で
す
。「
私
の
外
見
が
問
題
」
で
は
な
く
、
問
題

は
私
の
外
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
、
と
発
想
を
転
換
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
閉
塞
状
態
に
陥
ら
ず
、
生
き

づ
ら
さ
の
緩
和
方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
自
分
の
な
か
で
外
見
評
価
に
対
す
る
意
識
を

女
性
に
求
め
ら
れ
て
い
る

美
し
さ
の
基
準
か
ら
外
れ
る
と

西
倉　

ル
ッ
キ
ズ
ム
と
は
、
外
見
に
も
と
づ
く
差

別
ま
た
は
偏
見
の
こ
と
。
魅
力
的
と
さ
れ
た
人
が

優
遇
さ
れ
る
と
同
時
に
、
魅
力
的
で
な
い
と
さ
れ

た
人
が
機
会
の
否
定
を
通
じ
て
不
利
な
立
場
に
置

か
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
づ
ら
さ

を
感
じ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

外
見
評
価
に
よ
る
生
き
づ
ら
さ
の
ケ
ー
ス
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
疾
患
な
ど
に
よ
り
外

見
に
症
状
を
持
つ
女
性
た
ち
の
証
言
で
す
。

A
さ
ん   （
30
代
前
半
）の
証
言

小
さ
い
と
き
か
ら
男
の
子
に
「
お
嫁
さ
ん
に
行

け
な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
、
い
じ
め
ら
れ
た
。
中

学
生
に
な
っ
た
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
陰
湿
に
な
っ
て
、 ルッキズムという外見による差

別の問題。「外見で差別された
経験はない」と思っている人も、
人生のどこかで被害、あるい
は知らないうちに加担してい
るかもしれません。ルッキズム
について、西倉実季さん（和歌
山大学准教授）に聞いてみま
した。西倉さんは、外見にも
とづく差別や女性にとっての
美醜の問題を研究しています。

存
在
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
て
。
そ
れ
が

（
自
分
は
）
だ
ん
だ
ん
大
柄
に
な
っ
て
く
る
。
横

に
も
、
縦
に
も
大
き
く
な
っ
て
。
な
ん
か
も
う
、

あ
え
て
女
を
捨
て
て
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
し
か
対

応
で
き
な
か
っ
た
状
態
で
す
ね
。
か
わ
い
く
な
り

た
い
と
意
識
す
る
と
、
す
ご
い
傷
つ
く
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
も
意
識
し
始
め
る
と
自
分
が
普
通
の
服
着

ら
れ
な
い
と
か
考
え
て
し
ま
っ
て
、
結
構
つ
ら
く

な
る
の
で
、
そ
ん
な
も
の
興
味
な
い
と
か
。
本
当

は
興
味
持
ち
た
い
ん
で
す
け
ど
、
あ
え
て
持
た
な

い
よ
う
に
し
て
、
ど
う
に
か
保
っ
て
ま
し
た
。

西
倉　

こ
の
3
人
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
女
性
と

し
て
求
め
ら
れ
る
特
定
の
「
美
し
さ
」
の
価
値
や

規
範
か
ら
の
疎
外
で
す
。
A
さ
ん
は
外
見
に
つ
い

て
の
直
接
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い
ま
す
。

B
さ
ん
と
C
さ
ん
は
、
外
見
に
関
し
て
メ
デ
ィ
ア

が
発
信
す
る
言
説
の
中
に
、
間
接
的
に
、
自
分
自

身
に
対
す
る
否
定
的
な
評
価
を
読
み
取
っ
て
い
ま

す
。
美
醜
は
序
列
概
念
な
の
で
、
魅
力
的
と
さ
れ

た
人
が
優
遇
さ
れ
て
有
利
な
立
場
に
置
か
れ
る
と

同
時
に
、
必
然
的
に
他
の
誰
か
の
醜
さ
を
暗
示
し

て
し
ま
う
の
で
す
。

タ
カ　

あ
る
あ
る
！　

直
接
的
に
「
そ
ば
か
す
は

醜
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
、「
シ
ミ

の
な
い
澄
ん
だ
肌
」
を
魅
力
的
な
も
の
と
す
る
風

潮
は
、
そ
ば
か
す
を
否
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の
要
素
が

絡
み
合
っ
て
い
る

西
倉　

こ
ん
な
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

変
え
て
い
く
の
で
す
。

タ
カ　

個
人
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
は
大
切
だ
と

思
う
。
で
も
結
局
、
外
見
評
価
す
る
人
た
ち
や
社

会
そ
の
も
の
は
変
わ
ら
な
い
よ
ね
。

西
倉　

そ
う
で
し
ょ
う
か
？　

ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド
の

女
性
の
写
真
を
見
て
こ
れ
も
ア
リ
か
な
と
思
っ
た

で
し
ょ
う
。
そ
う
や
っ
て
、
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
な

か
っ
た
「
新
し
い
美
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
他
者
と

共
有
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
人
の
意
識
以
上
の
も
の

に
な
り
ま
す
。「
こ
う
で
な
け
れ
ば
美
し
く
な

い
」
と
い
っ
た
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
で
す
。

対処
3
「
美
」の
枠
組
み
を

広
げ
よ
う

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
写
真
家
が
中
心
と
な
っ
て
、

外
見
に
疾
患
の
あ
る
女
性
た
ち
を「″Redefining 

Beauty

”（
美
し
さ
の
再
定
義
）」
と
し
て
撮
影
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
ア※

ル
ビ
ノ
と
い

う
疾
患
を
も
つ
女
性
の
写
真
は
、
既
存
の
美
の
概

念
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
に
働
き
か
け
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
。
外
見
に
外
傷
や
疾
患
の
あ
る
人
は
悲
惨
な
人

生
を
送
っ
た
り
、
悪
者
と
し
て
描
か
れ
た
り
し
が

ち
で
す
が
、″Portrait Positive

”は
、
そ
う
し

た
メ
デ
ィ
ア
の
誤
解
や
偏
見
を
変
え
て
い
こ
う
と

働
き
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
名
な
写
真
家
が
、

気
鋭
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
服
を
着
た
こ
の
女
性
た
ち

を
撮
影
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
も
出
演
し
ま
し
た
。

西
倉　

こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
外
見
評
価
を

な
く
そ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
が
つ
く

り
だ
し
て
い
る
狭
い
美
の
枠
組
み
を
相
対
化
し
、

※色素が生まれつき少ないことで、髪や皮膚、瞳の色が薄くなる遺伝子疾患

　外見評価の
モヤモヤに、
　　　　対処する？どう

ルッキズ
ムを

探ろう
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きないって悩んでいた。どうしたら外
見差別はなくなるのかな？
大倉　人に対して苦手意識や偏見があ
っても、何度も接してさまざまな面を
知ることで見方が変わってステレオタ
イプが崩れたりすることってある。も
しかしたら、百ちゃんの知り合いもそ
の同級生と時間を過ごすうちに、感情
が変わったりしないかな。

それに、その方は自覚している。そ
もそも差別をなくしていくには、ルッ
キズムに加担している自分に気づくこ
とも大事だと思う。
福田　そうだね。社会の価値観の中で、
自分でも知らないうちに差別をしてい
る人は少なくないよね。

それと、これは他の社会問題にも言
えることだと思うけど、ルッキズムで
悩んでいる人にこそ、変える力がある
と思う。「これって、おかしい」とい
うモヤモヤがあるから、声をあげるこ
とができる。一人で悩むだけじゃなく
て、当事者がつながるような仕組みが
できれば、今は悩んでいない人も次第
に巻き込んで、社会に疑問を投げかけ
る大きなうねりになるんじゃないかな。
大倉　うん。西倉先生がルッキズムへ
の対処法として、美の枠組みを広げる
ことを提示していたけど （3 ～4面参
照）、個々人が意識を変えていくだけ
じゃなくて、ああやって社会全体で既
存の「美しさ」の枠組みを変えていく
ことも大事だよね。

私たちにとって身近なルッキズム、
もっと多くの人に知ってほしいね。

対談　神戸YWCA会員　福田　百
東京YWCA会員　大倉栞里

広
げ
よ
う
と
す
る
試
み
で
す
。

ル
ッ
キ
ズ
ム
に
対
峙
す
る
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
描
か
れ
て
い
る
既
存
の
「
美
」
の
定
義
の
狭

さ
に
批
判
的
な
目
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
が
外
見
に
左
右
さ
れ
ず
に
生
き
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
好
み
の
問
題
も
あ

り
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
美
し
さ
は
普
遍
な
も
の
で

は
な
く
、
時
代
や
文
化
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
で

す
。

チ
コ　
安
室
奈
美
恵
ち
ゃ
ん
が
ブ
レ
イ
ク
し
た
頃

は
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
肌
か
ら
ほ
ど
遠
い
小
麦
色
の
肌

が
も
て
は
や
さ
れ
た
よ
ね
。

私
ら
し
さ
が
語
る

新
し
い
美
の
ス
ト
ー
リ
ー

西
倉　

先
ほ
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
た
要

因
は
、
同
じ
よ
う
な
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が

連
帯
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
写
真
家
や
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
「
美
」
を
発
見
・
創

造
し
て
発
信
す
る
専
門
家
を
巻
き
込
ん
で
展
開
し

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

タ
カ　

メ
デ
ィ
ア
の
言
説
に
苦
し
ん
で
い
る
女
性

た
ち
と
連
帯
で
き
そ
う
。♯

M
eT
oo 

運
動
の
よ

う
に
皆
で
立
ち
上
が
れ
ば
何
か
が
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
。

西
倉　

社
会
的
に
作
ら
れ
た
「
美
」
の
枠
組
み
に

自
分
を
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様

で
新
し
い
「
美
し
さ
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
し

た
り
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
ル
ッ
キ
ズ
ム
に

と
ら
わ
れ
た
社
会
を
変
え
て
い
く
き
っ
か
け
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

チ
コ　

新
し
い
美
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
発
信
者
と
い

え
ば
、
タ
レ
ン
ト
の
渡
辺
直
美
さ
ん
か
な
。「
既

成
概
念
を
打
ち
破
る
女
性
」
と
し
て
海
外
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
も
注
目
さ
れ
て
る
よ
。

タ
カ　
既
成
概
念
を
打
ち
破
る
女
性
！

チ
コ　
そ
う
。「
美
し
さ
は
個
性
」「
自
分
ら
し
さ

を
愛
す
る
人
は
、
誰
も
が
美
し
い
！　

だ
か
ら
、

私
は
美
し
い
！
」
と
語
る
直
美
さ
ん
の
生
き
方
は

多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
。

タ
カ　
私
の
そ
ば
か
す
も
、
私
ら
し
さ
…
…
。

チ
コ　
そ
う
そ
う
。
誰
よ
り
も
自
分
自
身
が
「
私

ら
し
さ
」
を
尊
重
す
る
こ
と
が
大
事
っ
て
こ
と
。

直
美
さ
ん
も
踊
っ
て
た
「Born this w

ay

」 

ね
。

冒
頭
の
そ
ば
か
す
を
め
ぐ
る
ニ
ュ
ー
ス
。
中
国

の
S
N
S
で
も
ジ
ン
・
ウ
ェ
ン
さ
ん
の
自
然
体
の

美
し
さ
を
支
持
す
る
ユ
ー
ザ
ー
も
多
く
、「
美
し

さ
に
も
多
様
性
が
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
っ
た
意
見

も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
記
事
に
よ
る
と
、ジ
ン
・

ウ
ェ
ン
さ
ん
は
子
ど
も
時
代
、
そ
ば
か
す
が
自
信

の
な
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
で

は
好
ま
し
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
現
在
ト

ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
モ
デ
ル
を
務
め
る
な
ど
、
モ
ー

ド
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

構
成
　
編
集
部

西倉 実季
Miki Nishikura

p r o f i l e

和歌山大学教育学部准教授
専門分野は社会学、ジェンダー
論。外見に表れる疾患や外傷を
もつ女性たちへのインタビュー
調査を継続し、外見にもとづく
差別や女性の美醜の問題につい
て研究している。主著に『顔にあ
ざのある女性たち―「問題経験
の語り」の社会学』（生活書院）、

『美醜評価を生き抜くために―
美醜ハラスメント被害とその対
処方法』（『女性学』第21号）など。

※日本YWCA日韓ユース・カンファレンス実行委員会主催イベント「私の人権のはなし」の
　基調講演「美しさは誰が決める？」をもとに構成しました。

出典／『BBC News Japan』、『CINRA.NET』、『Record China』

ルッキズムは日常に 
隠れている!?

福田　実は私の場合、自分の顔がもっ
とこうだったら……と思うことはあっ
ても、これまで外見評価について深刻
に考えたことがなかった。でも、一年
かけてルッキズムについて講演会やワ
ークショップを実施して、考えを深め
た結果、外見評価による生きづらさが、
社会的な問題なんだって気付いたん
だ。今では、日常のさまざまな事柄に
ルッキズムが隠れているのではないか
と、注意深く見るようになった。

栞里ちゃんの周りで、「これ、ルッ
キズムなんじゃないか」と思うことっ
てある？
大倉　最近、韓流メイクが流行ってい
るよね。ファンデは白、アイラインと
リップは濃くハッキリ、っていう特徴
のある化粧なんだけど、周りを見てい
ると、こういう化粧をした外見だけが

「美しい」と思わされている傾向があ
るように思えて、モヤモヤしている。

「美しさ」って、もっといろんな姿が
あるよね、って。
福田　流行ってるよね。私の周りにも
多いよ。
大倉　一方韓国では、そういったスタ
ンダードな「美しさ」に抵抗する動き

本号でルッキズムを特集する発端となったのは、ブックレット『私の人権の
はなし』でした。発行したのは、日本YWCA日韓ユース・カンファレンス
実行委員会。20代のメンバーが自分たちに身近な「ルッキズム」をキーワー
ドに、日常の生きづらさから見えにくくされた人権問題を考えた記録です。
ブックレットの発行を記念して、実行委員の福田百さんと大倉栞里さんに、
ルッキズムについてざっくばらんに語ってもらいました。

生きづらさの
正体は、
ルッキズム!?

発 行 記 念

 『私の人権の
はなし』

ユース対談

も生まれているらしいね。以前、韓国
YWCAのユースから、韓国ではミニ
スカートや化粧、長い髪のような女性
に強いられる外見規範に抵抗するた
めに、あえて髪を短く切ったり、ラフ
なパンツと、ノーブラにＴシャツで街
頭に立つ「脱コルセット運動」が支持
されていると聞いたよ。それに、去年
韓国に行っていろいろな人と出会った
時にも、とある女子大学生はボーイッ
シュな格好をしていて、周りの女性た
ちが理想とする「美しさ」に対して

「自分が求めているものではない」と
いうことをハッキリ言っていた。その
姿からも、固定的な「美しさ」を壊そ
うとする人がいることを実感したんだ。

外見差別をなくすために 
何ができるだろう

福田　疾病によって外見に症状が表れ
ることもある。私の知り合いは、病気
で外見に特徴を持っている同級生に
対して、頭では理解しているのに、他
の同級生と同じように接することがで
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理
解
す
る
大
切
な
試
金
石
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

Y
W
C
A
は
、
少
女
、
若
い
女
性
、
女
性
た
ち
が
、

不
正
義
に
立
ち
向
か
い
世
界
を
変
え
て
き
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
も
変
え
続
け
て
行
く
こ
と
を
明
確
に
示

し
て
い
ま
す
。
少
女
と
女
性
の
権
利
、
若
い
女
性

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
正
義
・
自
由
・
尊

厳
は
、
特
権
で
は
な
く
す
べ
て
の
人
の
持
つ
権
利

で
す
。
そ
う
し
た
前
提
を

中
心
と
す
る
私
た
ち
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
私
の
道
し

る
べ
で
あ
り
力
の
源
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
と

っ
て
も
そ
う
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
公
正
の
実

現
に
は
勇
気
、
忍
耐
、
創

造
力
、
そ
し
て
固
い
決
意

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、

歴
史
が
示
す
と
お
り
で
す
。

そ
し
て
、
歴
史
は
こ
の
こ

と
も
示
し
て
い
ま
す
。
少

女
、
若
い
女
性
、
女
性
た

ち
が
、
個
人
と
し
て
、
ま

た
は
世
代
や
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
枠
を
越
え
て
協

働
し
な
が
ら
、
変
革
す
る

意
志
を
固
め
た
と
き
、
私

た
ち
の
力
は
計
り
知
れ
な

い
こ
と
を
。　

2
0
3
5
年
へ
の
目
標

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

若
い
女
性
と
少
女
た
ち
が
よ
り
よ
い
形
で
権
力

構
造
を
変
革
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
平
和
・
安

全
な
世
界
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
世
界
Y
W
C
A

は
、
私
た
ち
の
多
世
代
で
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
認
知
度
と
活
動
の
妥
当
性
、
世
界
Y
W
C
A

事
務
局
の
役
割
、
組
織
運
営
と
説
明
責
任
な
ど

を
さ
ら
に
強
化
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
直

面
す
る
課
題
は
多
く
、
困
難
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

同
時
に
、
私
た
ち
の
目
前
に
は
と
て
も
魅
力
的
な

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

Y
W
C
A
は
、
私
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
成
長
の

中
で
、
と
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
で
も
、
生
涯
変
わ
ら
ぬ
正
義
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
を

大
き
な
熱
意
と
、
ま
た
謙
虚
な
気
持
ち
を
も
っ

て
、
第
15
代
世
界
Y
W
C
A
総
幹
事
と
し
て
皆
さ

ま
の
一
人
ひ
と
り
に
ご
挨
拶
し
ま
す
。
私
た
ち
が

共
に
２
０
３
５
年
に
向
け
た
「
変
革
を
も
た
ら
す

大
胆
な
目
標
」
を
達
成
す
る
た
め
、
運
動
を
強
化
・

維
持
し
、
と
く
に
若
い
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
育
成
す
る
た
め
に
、
成
し
遂
げ
る
べ
き
こ
と
は

世
界
Y
W
C
A
新
総
幹
事
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
た
ち
に
は
限
り
な
い
力
と

可
能
性
が
あ
る

今
年
１
月
、
世
界
Y
W
C
A
総
幹
事
に
ケ
イ
シ
ー
・
ハ
ー
デ
ン
さ
ん
が
就
任

し
ま
し
た
。
2
0
3
5
年
に
向
け
た
目
標
の
達
成
を
め
ざ
し
て
、
Y
W
C
A

は
さ
ら
に
躍
進
し
、
若
い
女
性
と
少
女
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
推
進
し

ま
す
。

世界YWCA総幹事

ケイシー・ハーデン
Casey Harden

若
い
女
性
と
少
女
が

社
会
を
変
革
す
る
た
め
に

　いまYWCAでは、10～20代のユース
たちがそれぞれの地域で活動しています。
彼女たちは、自分の意思で選択し、決定
するチカラと権利があることに気づき、
YWCA運動に主体的に参画しています。
そして、すべての若い女性と少女が自分
らしく、ありのままに生きられる社会をつ
くりだそうとしています。
　私たちは、翼のあるユースたちが、そ
れぞれの地域を越えて、たくさんの出会
いとチャレンジを重ねて、羽ばたいてほ
しいと願っています。共にユースを支え
るため、「次世代育成資金」に、皆さまの
ご協力をお願い申し上げます。

翼のあるユースたちのリーダーシップ養成に
ご協力をお願いします！

募金の送り先�

郵便振替　00170-7-23723
加入者名　公益財団法人 日本YWCA
※  通信欄に「次世代育成資金」、ご住所、お

名前をご記入ください。

を
達
成
し
、
少
女
・
若
い
女
性
・
女
性
た
ち
の
限

り
な
い
力
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
そ
ん
な
未
来

の
実
現
を
決
意
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
歴
史
を

尊
重
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
大
き
な
目

標
に
向
か
っ
て
、
皆
さ
ま
の
一
人
ひ
と
り
と
肩
を

並
べ
て
、
ま
た
連
携
し
な
が
ら
、
共
に
取
り
組
む

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

若者向けの学習会で 
活用できる小冊子

日本YWCA日韓ユース・カンファ
レンス実行委員会から、ブックレット

『私の人権のはなし―私たちにとって
「美しさ」とは何か？』が発行されま
した。実行委員の若いメンバーが企画
から編集まで一貫して担当。これまで
に企画したイベント報告、外見評価に

ルッキズムから
見えてくるもの

ブックレット

『私の人権の
はなし』
をご紹介

よる差別の事例紹介、ルッキズムに関
するアンケート結果の日韓比較、考え
方のポイントを記したワークショップ
集、そして韓国YWCAの若者の声を
まとめています。

オールカラーで読みやすいレイアウ
ト、親しみやすいポップなデザインも
魅力。手にとりやすいポケットサイズ
の一冊です。

若い世代にとって敷居の高い人権

や社会問題の学習会やセミナー、ワー
クショップなどのテキストとして活用
できます。また、ルッキズムは比較的
まだ新しい概念なので、レポートのテ
ーマやメディアの企画にもお勧めです。

紙版と電子版のほか、韓国語版（電
子版のみ）もあります。

私たちにとても身近な問題ルッキズ
ムを通して、実は大切なのに見えにく
くされている人権について考えるきっ
かけにしてみては。

構成　編集部

A5版／ 30頁／
本体無料

電子版（PDF）

日本YWCAウェブサイトからダウ
ンロードできます。
http:// www.ywca.or.jp/pdf/
　　　2019/0301.pdf

紙版（送料のみご負担）

下記アドレスに、①送付先の住所 
②氏名 ③電話番号 ④必要部数を
記入し、件名に「ブックレット希望」
と明記して送信してください。
office-japan@ywca.or.jp

問い合わせ　
日本YWCA日韓ユース・カンファレンス
実行委員会　
TEL .03-3292-6121

読んでみよう�
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